
 

大友会は新生会と共に北公園（通称：サクラ公園）を取り囲んでいる２１４世帯余りの町内会です。

 昨年度の行事を振り返りますと、盆踊りでは雷雨による中断、健民祭は台風接近により延期になるなど

自然災害の恐ろしさを同時に実感した年でもありました。自主防災訓練では、大曽根小学校１、２年生

と実際に受話器を使い、１対１の対話形式で、火事が発生した時の消防署との電話応対を試みました。

普段から子ども達への意識付けをすることの大切さを学んだとても有意義な訓練となりました。

 ご近所とのお付き合いが益々希薄になって行く昨今では、災害時や何か事件が発生した時に、お互い

を助けて支え合うことは急には難しいと思われます。
日頃より、この大友会でも新旧住民の方々が上手く調和し、古くから大切にしていることを守りつつ、若い

力で新たに前進して行く活気ある町内会になるよう今後共関わってまいります。

 この４月から新会長の木村さんにバトンタッチ致しました。一年間あっという間でしたが、貴重な経験

をさせて頂き、ありがとうございました。 （大友会　齋  睦子 前会長　記）大曽根夢太鼓どどん鼓
　去る4月4日（土）港北公会堂にて「どどん鼓ドリームコンサート」を開催いたしました。

今回で4回目となりましたドリームコンサートには、非常にたくさんのお客様にご来場

いただき、その数は350人を超えました。ご来場いただきました皆様、本当にありがとうございました。
　どどん鼓は今年で10年目に突入しました。設立のその頃、小学生だった子どもたちの

中には、今年から大学生になったメンバーもおります。
どどん鼓がここまで活動できているのは、地域の方々のご理解、ご協力を頂いているか

らであり、本当に感謝しております。　来春開催予定の「第5回どどん鼓ドリームコンサート」は、10周年の節目であるととも

に皆様にもっともっと楽しんで頂けるコンサートにしたいと思います。

私たちメンバーも一致団結して練習に励んで参ります。その成長を末永く見守り、注意

激励をよろしくお願いいたします。　　（内山代表記）

毎週月曜日

平成26年度 古紙・段ボール・古布等の回収の収支報告
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）収入の部 前年度繰越金 3,072,491

 
資源回収手数料 1,285,856

 
預金利子  　　  568

 合計 
4,358,915　　

　
支出の部 工事費  0
 

事務費  0
 

次年度繰越金 4,358,915
 合計 

4,358,915

単位：円

過日2月28日・3月1日の両日、港北区観梅会が開催
され見頃の梅に賑わいました。大曽根商店街梅酒、甘酒の２店が出店し、甘酒会
売上より大曽根神輿会に100,000円、ほっとステー
ションパルに38,000円を寄付いたしました。

平成２７年度　大曽根自治連合会役員名簿

平成２７年度　大曽根自治連合会　各種団体長の紹介

役職名 氏名（町会名）

会長 
和泉　利政（菰西会）

会計 
谷口　昭一（大曽根東会）

会計監査 新井　健雄 

役員 
茂木　俊昭（真菰会） 

高橋　静明（親交会）

 
渡部　定夫（上町会） 

武井　大明（あけぼの会）

 
中島　憲一郎（中央懇話会） 兵永　朗（中町会）

 
殿村　登（ガーデンズ会） 増澤　幸雄（大曽根上本町会）

 
冨川　薫（大曽根六地区） 藤　聡志（ドレッセ大倉山）

 
木村　芳雄（大友会） 

武田　五八（本町町会）

 
上重　勝巳（盟友会） 

佐藤　正弘（南台町会）

 
石崎　正（桃友会） 

宮原　節子（大曽根睦会）

 
佐々木　了一（

江田　隆夫（親和会）

 
流合　康予（新生会） 

嶋倉　康浩（北部自治会） 

社会福祉協議会会長 
外山　登志子

民生委員児童委員協議会会長 安藤　和子

港北区遺族会会長 
岡野内　恭子

主任児童委員 
飯塚　隆子／森谷　かおり

環境事業委員会会長 
中島　憲一郎

保護司会　代表 
茂木　俊昭

保健活動推進員会会長 椎名　真生

老人会会長 
増澤　幸雄

子供会会長 
木曽　孝和

大曽根商店街会長 
多田　十郎

商業協同組合理事長 
小林　尚之

やすらぎ会会長 
松村　富美子  

青少年指導員協議会会長 蠣崎　直広

家庭防災員　代表 
古田　富美恵

消防団第 4 分団長 
内山　秀信

消防団第 4 分団班長 
高橋　正人

棋楽会会長 
栗原　偉佐武

配食よつ葉会会長 
外山　登志子

大曽根小学校 PTA 会長 
齋藤　こずえ

港北区消費生活推進委員会代表 高橋　紀夫

明るい選挙推進員　代表 鈴木　功一

交通安全協会支部長 
長澤　重夫

ほっとステーションパル会長 岡野内　恭子

港北区スポーツ推進員会会長 大島　康孝 

※敬称略

※敬称略

 
冨川　薫（大曽根六地区） 藤　聡志（ドレッセ大倉山）

 
木村　芳雄（大友会） 

武田　五八（本町町会）

 
上重　勝巳（盟友会） 

佐藤　正弘（南台町会）

 
石崎　正（桃友会） 

宮原　節子（大曽根睦会）

 
佐々木　了一（

 
流合　康予（新生会） 

嶋倉　康浩（北部自治会） 

ハートフル大
曽根

ザ・ニュース
大曽根

平成2７年５
月８３号

ハートフル大
曽根

発行責任者　
和泉利政

事務局　大曽
根会館内

港北区大曽根
2-18-24

桃友会

北部自治会
新生会

盟友会

菰西会

真菰会

中町会

睦会
巽会

南台町内会

六地区町会

中央懇話会

親交会

東会

親和会

本町町会

あけぼの会

上本町会

上町会

ガーデンズ会 大友会

大曽根公園

大曽根会館 大曽根第五公園

大曽根北公園

大曽根第三公園

東横神社
社務所

大倉山公園

大曽根保育園

ほっとステーション
おおそね

大曽根第四公園

大曽根小学校

太尾見晴らしの丘公園

大曽根第二公園

八幡神社

コヤマドライビングスクール

鶴見川

ドレッセ大倉山会

大曽根商店街

(230 世帯 )

(210 世帯 )(222 世帯 )

(280 世帯 )

(340 世帯 )

(304 世帯 )

(271 世帯 )

(250 世帯 )(178 世帯 )

(341 世帯 )

(530 世帯 )

(124 世帯 )

(165 世帯 )

(145 世帯 )

(143 世帯 )

(68 世帯 )

(50 世帯 )

(58 世帯 )

(130 世帯 )

(91 世帯 )
(314 世帯 )

(223 世帯 )

●年齢 3 区分人口構成●大曽根地区の年齢 3 区分別人口

大曽根１丁目 180 1,395 559 2,134

大曽根２丁目 308 1,851 726 2,885

大曽根 3 丁目 475 2,231 520 3,226

大曽根台 294 1,705 640 2,639

合計 1,257  7,182 2,445 10,884

14 歳以下町名 15～64 歳 65 歳以上 合計

平成 27 年３月末現在

14 歳以下   15～64 歳 65 歳以上

港北区

大曽根地区

13%

12% 66% 22%

68% 19%

発行：「ハートフル大曽根」推進委員会 平成 27 年 7 月 ※「ひっとプラン港北」は、港北区地域福祉保健計画・港北区地域福祉活動計画の愛称です。

平成 27 年度「ひっとプラン港北」大曽根地区計画

ハートフル大曽根の取り組み

平成２７年度に向けて

「誰もが安心して暮らせるまち港北」を目指して、行政と住民が恊働して地域の
課題解決に取り組んでいます。大曽根地区ではその取り組みを「ハートフル大曽根」
と名付け、情報発信や、安全なまちづくりのための活動などを行っています。

ひろがる

つながる

と ど く

「啓発講座」
 認知症や障がいへの理解をひろげる活動を行っています。

「イベントカレンダー」
 地域で活動する団体などが連携するきっかけをつくります。

「広報紙『ザ・ニュース大曽根』」
 まちの方々に情報を届け、まちについて知ってもらいます。
「『あんしんカード』※1 の配布」

 緊急時に支援の手が確実に届くよう、まちの方々の意識を高めます。

【※１】震災等の災害時や、自宅・外出先での急病や大怪我などで自分の状況を伝えられなくなった場合
 に必要な情報を素早く救急隊員等に伝えるためのカードとして作成し、町会ごとに配布しています。

「ハートフル大曽根」は、大曽根にお住まいの誰もが地域に愛着を持って、
安心、快適に暮らすことをめざし、様々な事業に取り組んできました。
今年度もその活動を継続すると同時に、より多くの方々にこの活動に参加して
もらいたいと考えています。

２７年度の主な取り組み 
 ①「あんしんカード」の配布と普及啓発 
 ②「ザ・ニュース大曽根」の充実 
 ③地域住民向け講演会の開催 
　④住民懇談会の開催 




